
DlGITAL CLAMP METER

DCM 600

取 扱 説 明 書
lNSTRUCT10N MANUAL

このたびは、クランプメータDCM 600をお買い上げいただきありが

とうございました。本器は低電圧回路用のデ ィジタルクランプメー

タです。

はじめに、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にご

使用くださいますようお願い申し上げます。

なお、この説明書は、製品と一緒に保存してください。
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保証規定

保証期間中に正常な使用状態のもとで、万
一故障が発生した場合には無償で修理いたします。

ただし下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

記

1.取 扱説明書と異なる不適当な取扱いまたは使用による故障

2 当 社サービスマン以外による不当な修理や改造に起因する故障

3.火 災水害などの天災を始め故障の原因が本計器以外の事由による故障

4 電 池の消耗による不動作

5 お 買上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損毎

6 本 保証書は日本国において有効です。

This ttrranty iS Valid oniy wlしhn」 apan.

年 月  日 修理内容をご記入 ください。

※無償の秘定は当社において行わせていただきます。
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全 に ご 使 用 い た だ く た直 □
本器を安全にご使用いただくため、取扱説明書に記載されている注意 警告の内容は必ず厳守 し

てください。

警 告  取 扱いを誤 った場合に、取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがあ ります。 その危

険を避けるための注意事項です。

注 意  取 扱いを誤 った場合に、取扱者が傷害を負う恐れのある場合や機器 を損傷する恐れが

ある場合の注意事項です。

本器および取扱説明書には、安全に使用 していただくために次に示すシンポルマー クを使用 して

います。

△  騒 撃ケt垢夢彊島否常京を言葺挙介

体及び機器を保護するため、取扱説明書を参照する

△ 警 告

測 定  機  能 :交流電流 (～A)、 交流電圧 (～V)、 直流電圧← V)、 抵抗 (Ω)

電 流 測 定 方 式 i CTクランプ方式

C T 窓  径 :ゆ 40「In

測 定 レ ン ジ :～ A120A/200A/600A(50/60Hz)マ ニュアル

～V.TV:2V～ 600V(オ ー ト)

Ω i 200Ω～20M Ω (オー ト)

導通 :2kΩ   ダ イオー ドテスト i2V

切 替  方  式 :ロータ リースイ ッチ、 8レ ンジ

表  示  器 i3%桁  液晶表示 単位、記号付
動 作  方  式 !積分方式
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測 定 方 法

安全にご使用いただくために記載 されている注意 ・警告の内容は厳守

交流電流 (～A)の 測定

1)電 源スイッチ③を 「0咄 にします。

2)レ ンジスイッチ④で演1定レンジを選択します。

(推定測定電流より、大きめのレンジに設定します)

3)ク ランプ部を開き、測定したい電線 1本をはさみ込み

クランプ部を完全にとじます。レンジを最適値にします。

4)表 示値を読み取ります。(オーバーレンジの時は最上位桁

の
コ
1'が 点減します。ただし600Aレンジは除く)

5)読 み取りにくい場所では、データホールド⑤を活用します。

△ 注 意

●電流測定はCTに過大電流を印加 しますと、発熱 し、本器を損傷する恐れがあ ります。 本器

で60 0 A以上の電流測定をしないでください。

(注 1)被 測定電線はなるべ くCTの 中央に位置 してください。

(注 2)電 線は必ず 1本 だけクランプ してください。 2芯 、 3芯 のキ ャブタイヤケ
ーブル、平行

ビニール線など―括クランプ した場合は測定できません。

(注 3)大 電流を印加 した場合、CTか ら振動音が出る場合があ りますが、異常ではあ りません。

(注 4)50～ 60Hz以外の周波数、正弦波以外の波形の交流では誤差を生 じます。

交流電圧 (～V)の 測定

1)レ ンジスイッチをACV～ に合わせます。

2)テ ス トリー ドを被演1定部分に当てます。

3)表 示値を読みとります。

直流電圧 (=V)の 測定

1)レ ンジスイッチをDCV Tに 合わせます。

2)テ ス トリー ドの赤を被測定部分の(十)に、

黒を(―)に当てます。

3)表 示値を読みとります。

△ 警 告

感電や火傷、また本器の焼損の恐れがあ ります。

●演1定リ
ー ド線は消耗品ですので、接続する前に絶縁被覆に損傷のないことを確認 して くだ

さい。異常がある場合はご使用を直ちに中止 して、修理又は新品と交換 してください。

●リー ド線の接続は確実に行 って ください。接続を誤ると、スパ
ークする場合があ ります。

L__室

感電の恐れがあ ります。

●本器は低圧用です。AC600V以 下の電路で使用 して ください。

演1定の前に回路電圧の確認を行 って ください。

●測定は被覆線のみとし、裸線にはクランプ しないでください。

感電や感竜事故の恐れがあ ります。

●雨や湿気にさらされた状態、水滴が付着 した状態や濡れた手での操作は避けてください。
●本体ケースゃクランプCTケ ースに損傷のある場合、電池カバーが外れている場合は演1定を

しないでください。また、損傷のあるテストリー ドは使用 しないでください。

●クランプCTの 先端部に衝撃を加えないで ください。

●本器を分解 しないでください。

●250V以上の大容量電路での電圧演1定は安全上、絶対に避けてください。

●電池を交換するときは、テストリー ド等を演J定回路からはずして交換 してください。

本器を破損する恐れがあります。
●抵抗測定、ダイオードテスト位置にて、テスト棒両端に電庄は絶対に加えないでください。

故障の原因になります。

●屋内使用

仕 様

santta

型 名  DCM 600

製割 Q

ご住所
  □□□_□□□□ この製品は厳密なる品質管理を経てお屈けするものです。

本保証書は所定項 目をご記入の上保管

していただき、アフターサービスの際 ご

提出ください。

※本保証きは再発行はいた しませんの

で大切に保管 してください。

三利 電 気計畳株式会社

本社=東京都イ代酎区外神田2 - 4 - 4  電波ビル

ご購入 日    年   月 より3年 間  郵 便番号=10同021電話=東京(03)3253487蝸
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サンプルレー ト :2回 /秒

オ ー バ ー 表 示 :最上位桁判
'が
点減 (但し600A、三 600Vレ ンジを除 く)

デー タホ
ール ト :「 D円 表示をするとともに表示値を木

―ル ド

電 池 消 耗 表 示 :ビ BIマ
ーク点灯

入 力 極 性 表 示 :=Vの 逆極性入力の時のみ 「一」 表示

オートパワーオフ :電源ON後 、約 10分で自動的に電源OFF(再 延長不可)

使 用 回 路 電 圧 :600V以 下

適  合  規  格 :にC1010 2 CAT‖ AC,DC 600V max汚 染度 2

耐  電   圧 :AC5550V l分 間 (鉄心 一握 り部門)

使 用  環  境 :海抜2000m以 下 屋ヽ 内使 用

確度保証温湿度範囲 :23C± 5C、 80%RH以 下 (結露のないこと)

使用温湿度範囲 :0～ 40C、 80%RH以 下 (結露のないこと)

保存温湿度範囲 !-10～ 60C、 70%RH以 下 (結露のないこと)

電     源 :乾電池 R03(UM-4)15VX 2本

消費電力・電池寿命 :約 35mW、 連続約500時間

寸 法 ・ 重 量 :約 223(H)X70(W)X34(D)m、 約425g(電 池含む)

付  属   品 :携 帯ケ
ース  1、 取扱説明書  1 テ ス トリー ド何L21)… 1

〔測定範囲および確度〕

保証温湿度範囲23C± 5C、 80%RH以 下、結露のないこと。

レ  ン 確 度 最大計容入力

(50/60Hz)

20A ±15%rdg± 10dgt
AC650A

( 3秒 問)
±10%rd9± 8d9t

(50/60Hz)

±07%rdg± 5d9t

A C / D C

600Vrms

±12%rd9± 5d9t

600V

Ω

(OHM)

200Ω ±12%rdg± 5 dgt

250Vrms

( 1 0秒間)200K

2000K

±3%rdg± 10dgt

・め)(チェ↓母ケ) 2K Ω <約 300Ω

>(告イ年ド) ±(10%rd9± 3 dgt)

～Aは 、被測定導体の位置を中央にした時とする。
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抵抗 (Ω)、導通(・り)測 定

1)レ ンジスイッチをΩ又は・)))2kΩに合わせます。

2)テ ストリードを被測定部分に当てます。

3)表 示値を読みとります。

ダイオードテスト (→十)

1)レ ンジスイッチを'+に 合わせます。

2)順 電圧を演1定する場合、図の様にテスト棒を

接触させます。

ノーマルなダイオードでは04～ 07Vの 範囲で

耐 呆景。
| ●
抵抗測定、ダイオー ドテス ト時、誤 っ

二豆
圧を印加 しますと内部が損傷する場合があ ります。

電池の変換について

△ 警 告

感電事故の恐れがあ ります。

●電線をクランプ した状態、あるいは、電圧を測定 している状態で電池 を交換 しないで くだ

さい。

●電池ケ
ースをはず したままの使用は避けてください。

―
△ 注 意

本器を長時間使用 しない場合は、電池をはずして保管 して ください。

電池が液漏れを起こし、本器を損傷する恐れがあ ります。

●電池が消耗 して動作電圧以下に低下すると、表示部に 「て正]」 マ
ークが点灯 します。速やかに

新 しい電池と交換 してください。

●新 しい電池と一度使用 した電池、種類の違 う電池を混ぜて使用 しないで ください。

各部の名称と説明および本器の特長

〔各部の宅称と説明〕

①クランプ式CT:電 流検出用センサでクランプ式になっています。

②開閉レバー :内へ押すと、クランプ部が開きます。

③POWER曜 源スイッチ」:押すと電源がオンになり、表示が点灯します。再び押すとオフに

なります。オートパワーオフ機能により電源投入から約10分で電源がオフになります。

④レンジスイッチ :電流 ,電圧 ・抵抗のレンジ切替スイッチです。

⑤ D 口 H O L D 「 デ
ー
タ ホ
ー
ル ド」 : 表 示 中 の デ

ー
タ を ホ

ー
ル ド し ま す 。 押 す と デ

ー
タ が ホ

ー
ル ド

され
'DH'マ ークが点灯 します。再度押すと解除 します。

⑥表示部 :測定値のデジタル表示、単位記号及び電池状態を表示 します。

②V端 子 :電圧を演1定する時、本端子とCOM端 子を使用 します。

③COM端 子 :電圧、抵抗などの共通lll定端子です。

③Ω/】 端子 :抵抗、ダイオード測定する時、本端子とCOM端 子を使用します。

⑩電池カバー :電池を交換する時にはずします。

①ハンドストラップ :測定の時、手首へ通して本器の落下を防止します。

〔本器の特長〕

●電線を切断することなく001A～ 600Aの交流電流演J定ができます。

●交流、直流の電圧測定、抵抗測定、導通およびダイオードテストができます。
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〔電池の交換手順〕

●本体裏面下側にある電池ケ
ース止めネジを③ ドライバ

ー

で外 し、電池ケースを矢印の方向にスライドし、外 します。

●消耗 した電池 2個 を取 り出 します。

●極性を確認 し、新 しい電池を挿入 します。

電池は、R03(UM-4)形 マンガン乾電池です。

●電池ケースを元に戻 し、止めネジをしっか り締め付けます。

アフターサービスについて

保証期間について

本品の保証期間は、お買上げ 日より3年 間です。保証書記載の規定より、当社にて修理 します。

い 」
1 修 理をご依頼の前にご確認 ください。

●テス トリー ドの断線   ● 内蔵電池の消耗

2 保 証期間中の修理

●保証書の記載内容によって修理させていただきます。

3 保 証期間経過後の修理

●修理によって本来の機能が維持できる場合、ご要望により有料で修理いたします。

●修理費用や輸送費用が製品価格より高 くなる場合もあ りますので、事前にお問い合せ くだ

さい。

●本品の修理可能期間は、製造打切後 6年 間とさせていただきます。 ただ し購買部品の入手

が製造中止等により不可能になった場合は、修理可能期間が短 くなる場合 もあ りますので

お含みおきください。

4 修 理品の送 り先

●製品の安全輸送のため、製品の 5倍 以上の容積の箱に入れ、十分なクッシ ョンを詰めてお

送 りください。

●箱の表面に 「修理品在中」 と明記 してください。

●輸送にかかる往復の送料は、お客様のご負担とさせていただきます。

[送 り先] 三 和テスメックス株式会社 ・サービス課

〒20}0023 東 京都羽村市神明台 4-715、 TEL(042)5540113

3)竪雷座密靴亀予言義合は、図の様にテスト棒  作要で
卜  逆こ景
測定

雫酢総
…m榊
脚

●一般的なお問合わせ :三和電気計器佃

●技術的なお問合わせは :三和テスメックス働

T E L東 京( 0 3 ) 3 2 5 3 - 4 8 7 1

大阪( 0 6 ) 6 6 3 1 - 7 3 6 1

T E L福 生( 0 4 2 ) 5 5 4 - 0打4
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